
エネルギー
（メタンガス・電気）

古橋 賢一 助教

生物・環境工学専攻 生物機械工学研究室

有機性廃棄物
（農業廃棄物・生ごみなど）

人間活動

有機肥料（堆肥や液肥）
農家がより扱いやすい形・濃度に変換

（肥料利用）

耕作放棄地での資源作物栽培
（耕作放棄地でバイオマス生産）

微細藻類培養 多収量草本作物

有機物分解
（メタン発酵や堆肥化）

航空・固形燃料
バイオマテリアル

耕作放棄地を活用した新たな物質生産と地域資源循環の輪
家畜排せつ物を代表とした農業廃棄物や生ごみなどの有機性廃棄物は、
処理方法を工夫すると地産地消できるエネルギーや肥料として再利用
できます。また、農業従事者の減少や高齢化のために耕作放棄地が増
加しています。有機性廃棄物の資源循環の輪に、耕作放棄地での資源
作物の栽培による二酸化炭素からのマテリアルや燃料の生産を組み合
わせることで、地域での新しい資源循環と物質生産の形を模索してい
ます。具体的には、廃棄物のエネルギー化と共に農家が更に利用しや
すい形での肥料化を目指しています。また、資源作物として、ジェッ
ト燃料等に利用できるオイルを作る微細藻類の培養や一般的な農作物
よりも単位面積当たりのバイオマス収量が高い草本作物の生産管理に
おけるロボットやドローンを活用したスマート化（低コスト・低労力
化）に取り組んでおります。
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